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園の開設支援、8月を目標に子ども医療費の助成を所
得制限なしで高校生まで拡充するなど、子育て世代
の負担軽減、支援・充実強化を図り、妊娠・出産、子
育てへの切れ目のない支援をしてまいります。また、
学校施設の長寿命化、ICT教育環境整備等、子どもた
ちが安心して学べる環境整備にも取り組んでまいり
ます。
　次に、「魅力あるまちづくり」では、豊井地区まちづ
くり整備事業の加速化に併せ、恋ヶ浜緑地公園を「誰
もが安全・安心・快適に利用できる公園」として再整
備し、人口バランスのとれた都市空間の実現を進める
とともに、米川地域づくり拠点施設整備等、防災・交
流拠点として多機能複合施設を検討・整備してまいり
ます。
　また、人口減少を克服するため、市内企業の事業拡
張への支援、新たな企業誘致や本市ならではの産業の
育成・強化に努め、地域創生を積極的に進めるととも
に、企業との連携により「ものづくりのまち 下松」の
魅力を市内外に発信してまいります。
　昨年30周年を迎えた下松タウンセンター「キラル」
は、センターホールが情報発信の場に生まれ変わり、
若い世代を中心にいっそう賑わいを見せています。
また、国民宿舎大城や栽培漁業センター「ひらめき
パーク笠戸島」、笠戸島家族旅行村と併せ、笠戸島ハ
イツ跡地の活用を進めるとともに、公式マスコット
キャラクター「くだまる」や本市が有する地域資源を
総動員しながら官民協働で知名度向上と魅力づくり
の創出に努めてまいります。
　本年は、市制施行85周年という記念すべき節目の
年です。
　私は、「市民力」「地域力」「産業力」を結集した「オー
ル下松」で、将来都市像である「都市と自然のバランス
のとれた住みよさ日本一の星ふるまち」の実現を目指
し、未来へ繋いでいくことに全力を注いでまいりま
す。引き続き、ご支援、ご協力を賜りますようお願い
申し上げます。
　新しい年が、皆様にとりまして、希望に輝く幸多い
年になりますことを祈念申し上げまして、新年のご挨
拶といたします。

下松市長　国井 益雄

　新年あけましておめでとう
ございます。
　市民の皆様におかれまして
は、清々しい新年をお迎えの
ことと心からお慶び申し上げ
ます。 
　私は、市長就任以来「暮ら
しの安全安心対策の充実・強
化」「産官民による魅力あるまちづくりの推進」を最重
点政策に掲げており、本年も総合計画を柱に市政運営
に全力で取り組んでまいります。
　新型コロナウイルス感染症の5類感染症移行後、地
域行事が開催されるなど、私達の生活も日常を取り戻
しつつあります。この4年間、行事の中止や制限、感
染症対策など、市民の皆様をはじめ、医療従事者、事
業者、関係団体の皆様にご理解、ご協力いただきまし
たことに、あらためて心より感謝申し上げます。
　昨年を振り返りますと、明るい話題として、市内半
導体関連企業による大規模な工場増設計画は、地域産
業の活性化や雇用促進など大きな転機になるものと
期待しております。また、天

てん

王
のう

森
もり

古墳から出土した埴
輪群につきましては、大

た

刀
ち

形
がた

埴輪に続き、家形埴輪と
巫
み

女
こ

埴輪を復元し、夏には「やまぐち大考古博」で初公
開されました。本市の文化・歴史を代表する市民の宝
として、今後の復元・研究に期待を膨らませていると
ころです。
　「安全安心対策」では、先行き不透明な物価高騰等へ
の対応として、プレミアムチケットの販売をはじめ、
市民生活の安定と社会経済活動の循環に向け、さま
ざまな支援を実施してまいりました。また、防災・減
災対策では、ソフト面の強化に重点を置き、市内小中
学校を対象とした「防災教育プログラム」、「防災作文
コンクール」を実施する一方で、官民連携により新た
な河川監視カメラを設置するなど、適切な避難行動に
つながる防災情報の発信にも取り組んだところです。
引き続き、「逃げ遅れゼロ」に向け、あらゆる世代の防
災意識の醸成を図るとともに、自助・共助の取り組み
を促進し、地域防災力の向上に努めてまいります。
　子育て環境整備では、昨年4月に「こども未来部」を
新設し、「待機児童ゼロ」を最優先に下松児童の家を増
設しました。本年は、公集児童の家の増設や民間保育
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Ａ：SNSや動画広告、ランキングサイトなどで、簡単に高収入が得られることを強調する広告や宣伝には
注意が必要です。
　「すぐに元を取ることができる」「サポート費用は稼いだ分で後から支払えばよい」などと言葉巧みに高額
なサポート契約を勧誘された、言われたとおりに作業しているのに全然もうからない、業者と連絡が取れ

なくなったといったトラブルも見られます。
　簡単にもうかる、うまい話はありません。利益が出る仕組みが理解できない、説明が分からない、次々と高額な契約
を勧められるなどの場合は、きっぱりと断り、契約しないようにしましょう。

Ｑ： 検索サイトで副業を探していたところ、副業ランキングサイトを見つけました。「準備はスマホだけ」
「１日10分の簡単作業」という第1位の仕事に興味を持ち、LINE登録をして、マニュアルを購入
したところ、更に高額なサポートプランを勧められたのですが…。

施　設　名 場　所 電　話 定　員 保　育　時　間
花岡児童の家1 大字末武上264-5 ☎44-1042 40

放課後など～18時30分
18時15分以降は、1日につき
延長料金50円が必要です。
※延長料金は全ての児童が必要

花岡児童の家2～5 大字生野屋412-1 ☎44-0500 160

公集児童の家1・2 潮音町1-2-22 ☎43-4239 120

東陽児童の家 東陽4-17-1 ☎46-2004 50

下松児童の家1・2
大字西豊井698

☎41-6566 80

下松児童の家3・4 ☎41-0405 80

豊井児童の家 大字東豊井1134 ☎41-2671 35

中村児童の家1・2 清瀬町2-4-11 ☎41-7343 75

久保児童の家1・2 大字河内944-24 ☎46-3780 80

ほがらか児童の家 大字山田256 ☎47-1717 25 放課後など～19時
※ほがらか児童の家は、久保小学校の児童のみ入所可能です。　※花岡・下松小学校区は、住所により入所先を決定します。
※公集小学校では、4年生以上（4年生優先）を対象とした、夏休み児童預かりを実施予定です。詳しくは別途ご案内します。

　申込書などは、1月9日（火）から各児童の家で
配布します。入所希望者が定員を超える場合は、
低学年の入所を優先し、上級生の入所
をお断りする場合があります。
　詳しくは市HPで確認してください。
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● 確定申告のお知らせ（税務署発行）が送られてきた人は、そのハガキなど
※ハガキや利用者識別番号の通知書が送られてきた人は、必ずご持参ください。

● 収入が分かるもの（給与の源泉徴収票、年金の源泉徴収票、その他支払明細、収支内訳書など）
 ※事業所得（営業等・農業）・不動産所得がある人は、事前に収支内訳書の記入を済ませておいてください。
 　未記入の場合は受け付けできません。

● 社会保険料の支払額が分かるもの（国民年金、国民健康保険税（料）、任意継続の保険料、介護保険料などの控除
証明書や領収書など）

● 生命保険料、地震保険料の控除証明書（保険会社が証明書を送付）

● 障害者控除に該当する場合は、身体障害者手帳等の障害の等級が分かるもの

● 医療費控除の明細書
 ※事前に作成の上、来場してください。明細書未記入の場合や領収書による申告は受け付けできません。

● 確定申告で還付がある場合は、還付金の振込先口座情報が分かるもの（申告者本人名義のものに限る）

● マイナンバーカードまたは、個人番号確認書類および本人確認書類（写し可）
 （税制上の扶養親族についても、個人番号確認書類の提示が必要です）

● 下松市で開設する申告会場では、確定申告書の提出のみの受付はできません。
直接、広島国税局業務センター防府分室へ郵送してください。

● 申告書の控えに税務署の受付印を押すことはできません。
● 必要書類は、市役所または、国税庁HPなどから取得してください。
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地　区 期　日 受 付 時 間 場　所 受 付 人 数
深　浦 2 月5 日（月）  9：30 ～ 11：30 深 浦 公 民 館 30人

久　保 2 月6 日（火）
 9：00 ～ 12：00

久 保 公 民 館 140人
 13：00 ～ 16：00

花　岡 2 月7 日（水）
 9：00 ～ 12：00

花 岡 公 民 館 170人
 13：00 ～ 16：00

末　武 2 月8 日（木）
 9：00 ～ 12：00

末 武 公 民 館 170人
 13：00 ～ 16：00

本　浦
2 月9 日（金）

 9：30 ～ 11：30 笠 戸 公 民 館 30人
江の浦  14：00 ～ 16：00 笠 戸 島 公 民 館 30人

米　川 2 月13 日（火）
 10：00 ～ 12：00

米 川 公 民 館 60人
 13：00 ～ 15：00

出張申告相談
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血圧・食塩が気になる人へ（要予約）
　尿による塩分摂取量の推定検査を行います。
【 日  時 】１月１2日（金） ９時～１０時
【 場  所 】保健センター 【 対  象 】２０歳以上の人
【 費  用 】100円
【申込方法】窓口にて（その際に容器を渡します。）

不妊専門相談（要予約）
　産婦人科・泌尿器科医師と公認心理師による無料の
相談です。
【 日  時 】１月19日（金） １５時～１７時
【場 所・問い合わせ】周南健康福祉センター（周南市毛利町）
　　　　　　　　  ☎0834-33-6425
【申込方法】１月１2日（金）までに電話にて

心の健康相談（要予約）
　専門医による無料の相談です。
【 日  時 】１月２3日（火） １３時～１５時
【場 所・問い合わせ】周南健康福祉センター（周南市毛利町）
　　　　　　　　  ☎0834-33-6424
【 対  象 】精神科の受診・診断歴のない人
【申込方法】電話にて

ストレス相談（要予約）
　臨床心理士による無料の相談です。
【 日  時 】２月７日（水） 13時30分～15時30分
【 場  所 】保健センター
【 対  象 】精神科・心療内科に通院したことがない人
【申込方法】１月３１日（水）までに電話にて

06 2024.1



絵本一般

どこかな どこかな？
どうぶつ

児童

世界　文字の大図鑑
～謎と秘密～

赤ちゃんと一緒に絵本を開いて「ぞ
う、どこかな？」とたずねると、自然
と指先コミュニケーションが始まる
はず。身近な「ゾウ」から珍しい「ア
ルパカ」まで、105種類の動物が描
かれています。絵本を楽しんだ後は、
動物園に足を運んでみるのもいい
ですね。

今年最初に受け取る便りといえば
「年賀状」ですが、メールやSNS
で手軽にコミュニケーションが取
れるようになり、「手紙」を書く機
会は減っているかもしれません。
手紙を書くときのポイントなどを
学んで、手紙で思いを伝えてみま
せんか。

約5500年前に文字は発明され、石や
骨に模様を刻んでいた時代から長い時
を経て、いまやコンピューターには15万
もの文字を表示できるようになりました。
世界中で生まれた最初の文字とはど
のようなものだったのか？文字の考
案者はどんな人だったのか？「文字」
の歴史をたどってみませんか。

ヴ
ィ
タ
リ・コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
フ
／
文・絵

西
村
書
店

今
福
理
博
／
作

や
す
の
な
ほ
／
絵

エ
ン
ブ
ッ
ク
ス

冨
樫
忠
浩
／
監
修

文
研
出
版

手紙っていいな
書いて楽しい、

もらってうれしい！
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1月 ◆ 市内小中学校で笠戸ひらめを使った給食が初登場
◆ くだまるの石像（徳山東ロータリークラブ寄贈）が

国民宿舎大城玄関アプローチに完成（写真①）
◆ eスポーツ大会「e-Sports Festa in くだまつ」を

市内初開催

2月 ◆ 市役所1階ロビーにマイナンバーカードで住民票
などが取得できる自動交付機を設置

◆ 市内各所にくだまるポスト完成（写真②）
◆ くだまつ笠戸島アイランドトレイル2023開催
◆ 本市出身の武

たけ

居
すえ

正
まさ

能
よし

さんが監督を務めた映画「ウ
ルトラマンデッカー」公開

3月 ◆ 市役所1階市民ホールに産業展示コーナーを改修
したデジタルサイネージ（電子看板）を導入

4月 ◆ 花岡公民館講堂リニューアルオープン
◆ 機構改革により地域振興部、こども未来部創設
◆ 下松市犯罪被害者等支援条例を制定
◆ 笠戸島の本浦地区、深浦地区に地域担当職員配置

（第二期）
◆ 下松タウンセンター「キラル」のロゴマーク披露

6月 ◆ 市の産業の歩みを紹介する動画「くだまつものづ
くりアーカイブズ」公開

7月 ◆ 日本ハンドボールリーグ下松大会開催
◆ 下松児童の家3・4開所
◆ 天王森古墳出土埴輪復元第2弾の巫女埴輪、家形

埴輪がやまぐち大考古博でお披露目（写真③）
 （巫女埴輪は県内初出土）
◆ 下松中学校出身の弘中花

はな

音
ね

さん（四
し

条
じょう

畷
なわて

学園高3
年）が世界水泳選手権2023福岡大会に出場

8月 ◆ くだまつ土曜夜市が復活
◆ ひらめきパーク笠戸島来館者10万人達成
◆ Kビジョン㈱と協力し、河川監視システム「くだま

つ河川カメラ」の運用開始

9月 ◆ 市観光協会がくだまるの漫画を作成

10月 ◆ ㈱日立ハイテク工場増設協定調印式（写真④）

11月 ◆ 下松タウンセンター「キラル」のセンターホールが
リニューアルオープン

◆ 下松小学校吹奏楽部が全日本小学生バンドフェス
ティバルで金賞受賞　

12月 ◆ 笠戸島ハイツ跡地活用事業公募型プロポーザルで
優先交渉権者が決定
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